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Vol.75 できる人がいる 挑むひとがいる

「アップサイクル」という言葉をご存じですか？

「今あるものを利用して別の用途のものに作り替え、付加価値を与えること」を意味する言葉です。 

「リサイクル」との違いは、「一度資源に戻すか、戻さないか」です。

アップサイクルは製品そのものの特徴を生かしつつ、新たな価値を与え、別のものを作ります。

一方でリサイクルは、製品を一度資源に戻し、そこから新たなものを作り出します。

例えば、着なくなった洋服があったとします。生地をそのまま使い、ぬいぐるみや小物などを作った場合は

「アップサイクル」です。しかし、洋服を繊維の状態に戻し、新しく洋服を作った場合は「リサイクル」と

なります。

ＳＤＧｓの取り組みのひとつでもある課題について、企業の取り組みをご紹介します。

アップサイクルとリサイクル

東京23区内のホテルや飲食店から回収したコルク栓が建材に！！

https://nmtecs.jp/index.html

毎年４，４００枚廃棄される木製パレットに新たな価値を吹き込む。

https://pallet-loop.jp/wp-content/themes/pl/images/h_logo.png

平内町 K様邸 入居３年目のお宅へおじゃましました

３月にビックサイトで行われた『建築・建材展2023』に
出展していたブースは、表情豊かで見た目を引く展示に
なっていました。
内装材、家具から小物までいろいろなものが、それぞれの
特徴を活かした仕上りです。
長い間、過酷な物流の現場で働いてきたパレットの変身は
なんだか感動的ですらありました。

資源循環型社会づくりに貢献したいという思いから、
積極的に「ものつくり」に取り組み、発信を続けて
いる目が離せない会社です。
たまごの殻を利用した内装仕上げの商品やデニムの
クロスなど話題性の高い材料での仕上げ、施工事例
などもなんとも優しい風合いが特徴です。
今回ネットニュースで注目したのは、リコルクとい
う内装材です。コルクは天然素材の中でも、断熱
性・保温性、吸湿性、吸音性などに優れ、美しい仕
上りからも今後更に採用されていくのではないで
しょうか

こちら➡のブローチは鳥取の『白谷工房（シロイタニコウボウ）』さんのもの。
https://shiroitani-koubou.com/
古い解体現場などから出た、端材から生み出す寄木細工の小物は
どれも美しく、思いと共に身近に置きたいものばかりです。

みなさまの身近なところにもたくさんの取り組みがあるのではないでしょうか。
応援しながら楽しみ、ひとつずつ自らも何かできることがないか、
考えるきっかけにしたいものです。

国道から少し入るとすぐに見えてくるきりりとモダンなＫ様邸。
ご家族構成は３０代ご夫婦と６才、１才ふたりのお嬢さんの４人家族です。

【丸喜】 マイホームを建てようとしたきっかけは？
【Ｋ様】 アパート住まいだったので、なるべく早く家を持ちたいと思って

 いたのですが、タイミングよく実家の近くにこの土地を見つけて。
【丸喜】 まずどのような事から始めましたか？
【Ｋ様】 住宅展示場をとにかくたくさん見ました。
【丸喜】 その中で丸喜をお選びいただいたのは？
【Ｋ様】 もともと近所の同級生の家が丸喜齋藤組で。

よく遊びに行っていたのですが、子供ながらにいい家だなぁ、と
思っていました。あとは自分の中で、薪ストーブはマストだった
のと、展示場の外観も好みでした。

【丸喜】 お友達のお宅は２００４年の施工ですが、大切に手をかけて住ま
われていて、素敵ですよね。流行に流されない和モダンな外観は、
今もすたれる事なく風格が増しているかんじです。
Ｋ様の住宅のこだわりは？

【Ｋ様】 区切りなくオープンにしたところ。
  子供部屋も後から仕切れるよう、今はオープンなので家中がつな

がっているところがいい。
仕事で資料を作ったりしなければならない事もあるのですが、吹
き抜き上部のスタディコーナーは、適度な距離感が保てますし、
普段洗濯干し場としても大活躍です。美観的にも乾燥対策として
もいい。
あと、洗面所まわりにウォークインクローゼットを設けたのがと
てもよかった。動線的にも片づけやすいし、６才の娘も自分で支
度をしてくれます。

【丸喜】 薪ストーブは、どのようにお使いですか？
【Ｋ様】 主暖房です。オープンな間取りなので、シーリングファンを使うと

すぐ暖まります。冬本番１１月頃から床暖房も入れますが、ごく弱
くで充分ですので、光熱費も助かります。

【丸喜】 薪のご用意は負担ではないですか？
【Ｋ様】 趣味です（笑）高じてＤＩＹで薪小屋も作りました。

建築基準法に触れないよう調べて。
【丸喜】 すばらしい・・・！小さなお子さんがいらっしゃいますが、火の心

配は、ないですか？
【Ｋ様】 ちゃんと熱いのが体感でわかるので、近づかないですよ。

私も育った家に薪ストーブがあり、良さを知っているので希望しました。
子供も妻も、薪ストーブで作る焼き芋が大好物です。

【丸喜】 そうなんですね!小さいうちから本物が身近にあるというのはうらや
ましいです。

【Ｋ様】 間取りに悩んだり、資金計画に不安になったりもありましたが、
仕事から帰ってきてリビングにごろんと寝転んで杉板天井と格子戸を
眺める度、格別の気分です。

Ｋ様、ありがとうございました！

梅雨時期と、ひとくくりにできないほどの豪雨、被災された皆様には心よりお見舞い申し上げます。
気温も不安定です。ありきたりな言い方になってしまいますが、水分補給、そして食事・睡眠をしっ
かりと。みんなで声を掛け合って、夏を乗り切りたいですね。



丸喜齋藤組ＨＰ

instagram 

弘前こぎん研究所ピロティ

弘前市役所市民課草案窓口

弘前市駅前広場 弘前市土手町歩道

代官町 「green」
大工育成セミナーを開催しました ～青森の大工絶滅危機にひんして～

施工事例の配信 始めました

注文住宅ならではの、こだわりが詰まったお客様のご自
宅をご紹介しています。
どの住宅にも暮らしに寄り添ったストーリーがあります。
施工事例の他、暮らしにまつわる
情報もアップしていく予定です。
チャンネル登録をよろしくお願いいたします！

Kitchen

TOTO システムキッチン『ミッテ』

白を基調とした内装のＯ様邸

廊下を作らず効率よく動くことのできるリビング階段。
プライバシーを確保するために建具を設けました。
建具は並びのホール、水廻りと揃え、すっきりと
天井吊りに。シンプルモダンな印象です。
帰宅後は、リビングでくつろぎながら、おしゃべりを
楽しむというご家族のための、打合せを重ねた納得の
スタイルです。

飲食業を営むお母様と、
おそうじ上手の娘さんのお眼鏡にかなったキッチン。
食器棚はこだわりの造作で、家電とゴミ箱スペースも
しっかり確保しました。

『すべり台シンク』

このシンクは溝や段差のないシンプルな形状で、端に設けた
排水口に向かって約３度の傾斜をつけてあります。
そのため、ゴミや汚れが自然と排水口へ流れるようになっています。
傾斜はシンク本体だけではなく、排水目皿と排水口にも加工されて
いるため、水のたまりと汚れ残りを軽減できる仕組みになって
います。

『スーパークリーンフード』

撥油コートを施したファンが回転することで、ファンに付着した油が
弾け飛び、換気量の低下の原因になる付着油を軽減するフード。
普段のお手入れは、整流板の手前を外して裏側のふき掃除でOK！
凹凸が少なくお手入れが簡単です。
ファンのお手入れは１０年間不要、とはなんて魅力的…

毎日使う場所だから。ここはこだわってお選びいただきました。

PICK UP！

写真はイメージです。

長島地区に

新しい住宅が完成しました

はたらく仲間募集中～
「できる人がいる。いどむ人がいる。」─

わたしたちの存在意義は、建築技術によって

全ての家族の暮らしに快適さと喜びをつくることです。

「全ての家族」とは、お客様の家族、社員の家族、

地域の家族を含むすべての家族です。

地域とともに持続可能な社会を目指し、伝統と挑戦で

喜びある想像する企業チームである

私たちの仲間を募集しています。

LIVING

詳しくは
こちらから！

今年も始まっています。
ささやかに期待をしているのが、プランターの
ジャンボ落花生『おおまさりネオ』。
一般品種の
約２倍のサイズとのこと。
愛情込めて水やりの日々、
ですが無事収穫
できるでしょうか？

■ 丸喜農園 ■□■

丸喜齋藤組には、現在8名の社員大工がおります。しかし、全国に目を

向けると大工の高齢化や人口減少は深刻な状況です。2020年には、全国

の大工は30万人を割りましたが2030年には21万人にまで減ると言われて

います。10年間で実に3分の2まで減るということです。

また総務省のデータから年齢別にみると、日本全体の10代の大工は約

2,000人しかおらず、青森県内においてはわずか20人しかおりません。

つまり青森県内において若い大工が育ってきていないのが現状です。こ

のままでは、青森の皆さんの住まいを修理保全する大工がいなくなって

しまいます。こうした地域の将来への課題を少しでも解決するべく、ポ

リテクセンター青森さんのご協力のもと6月17日に第一回目の大工育成セ

ミナーをスタートさせました。

丸喜齋藤組からは、昨年4月に入社した2年目大工の大室が参加しました。

初めは刃を研ぐ前の鉋でカンナ掛けを行いました。そのあと鉋の刃を研

いでからカンナ掛けをすることで、カンナやノミという自分の道具の手

入れをすることが大工仕事の品質や仕事の効率に影響することが分かり

ます。

いつでも自分の道具を万全な状態にしておくことは仕事への向き合い

方や心構えと同じです。この大工育成セミナーを通して大工の技術だけ

でなく、丸喜齋藤組の大工としての仕事への向き合い方も磨かれること

を期待しています。（丸喜齋藤組 佐藤一成）

いつも大変お世話になり,誠にありがとうございます。誠に勝手ながら、
下記日程にて休業させていただきます。
みなさまには、ご不便をお掛けいたしますがよろしくお願い申し上げます。

２０２３／８／１２（土）～１６（水）

     夏季休業のおしらせ

本 社  ：  青森市中央２丁目２－１２   TEL ０１７－７７７－３３２９
浜田展示場   ：  青森市浜田１丁目７－１０ TEL ０１７－７２９－８８３２
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